
現状

■業務改革（BPR） ■業務改善

現状
現状

現状 現状

現状

②現状との
ギャップから課
題抽出

③解決の方策を
探る

④方策を実行し
た後の姿を明確
に描く

⑤「あるべき姿」に
近づくために方策
を実行

§現状のどこかに課題があれば、その部分の改善をはかって
いく積上げ型・部分最適アプローチ

§まず「あるべき姿」を定め、そこへ近づいていけるよう組織・業務
全体を根底から変革していくトップダウン型・全体最適アプローチ

①これを決める

⑥達成できた
か確認

あるべき
姿

？ 最終的にどこへ行き着くの
かは、従来のまま現状

■業務改革（BPR） ■業務改善

現状
現状

現状 現状

現状

②現状との
ギャップから課
題抽出

③解決の方策を
探る

④方策を実行し
た後の姿を明確
に描く

⑤「あるべき姿」に
近づくために方策
を実行

§現状のどこかに課題があれば、その部分の改善をはかって
いく積上げ型・部分最適アプローチ

§まず「あるべき姿」を定め、そこへ近づいていけるよう組織・業務
全体を根底から変革していくトップダウン型・全体最適アプローチ

①これを決める

⑥達成できた
か確認

あるべき
姿

？ 最終的にどこへ行き着くの
かは、従来のまま

< 電子自治体の基本目標 >

　 情報技術(IT)の活用により、小さく効率的な
県庁とより大きなサービスの実現を目指す。

①県民サービスの向上

②行政運営における簡素・効率化、
　透明性の向上

○情報技術（ＩＴ）の特徴を最大限に発揮させ、より高度な業務処理を実
現する

※情報技術（ＩＴ）の特徴
◇即時性　：情報やデータを即時に入手・利用ができる。
　　　　　　瞬時に大量処理ができる
◇同時性　：情報やデータを同時に伝達可能、地理的に離
　　　　　　れた場所で同時に作業ができる
◇共有性　：情報やデータを複数の人が共有できる
◇再利用性：情報やデータを加工し再利用できる。
　　　　　　半永久的に保存できる。

①業務改革（ＢＰＲ：Business Process Reengineering）

庁内における業務の流れを、迅速化や効率化、

質の高度化等の観点から分析し、首尾一貫した

流れへと最適化することにより、効率性や生産

性を劇的に改善する。

②ナレッジマネジメント（Knowledge Management）

個人や組織が持つ知識やノウハウ等を組織全体

で共有し有効に活用することにより、個人の能

力の育成や組織全体の生産性の向上、意思決定

スピードの向上等を実現する。

③戦略的アウトソーシング

単なる「外注」にとどまらず、発注者と受注者

が互いに対等なパートナーとして目的を共有し、

お互いの資源の最適活用を求めることにより、

より付加価値の高い行政サービスの提供を図る。

電子自治体の構築に向けての基本的方針の概要（その１）
　　「電子自治体の基本目標、実現の手法」

情 報 技 術 （IT）の 活 用

実現の手法

新 た な 経 営 手 法 の 導 入

実
現
の
手
法

<業務改革（ＢＰＲ）と業務改善との違い>

DB DB DB
再

利

用

応
用
・
活
用

知識・ノウハウ蓄積 情報・データ蓄積
総合的行政文書管理システム

検索・抽出

個別業務外注

　　　　※運営管理の一部業務の委託・代行等の例

企画 設計 施工 運営管理

一
括
外
注

　　　　※設計から施工までを一括して外注する例

企画 設計 施工 運営管理

戦

略

的

ア

ウ

ト

ソ

ー

シ

ン

グ
　　　※企画から運営管理まで一括した業務提携

企画 設計 施工 運営管理

行
政
活
動
の
一
括
外
注

<ナレッジマネジメントのイメージ> <戦略的アウトソーシングのイメージ>
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県民・県内企業との
パートナーシップ

組     織 業務プロセス県民サービス

職員の意識 情報システム

○各組織において、本来の目的を達成するために行うべ
き業務に特化し、専念できる体制が整えられる。

○組織の目標が明確に定義され、組織単位での責任と権
限が明確に定義される。

○組織の目標を的確に遂行するための適正な業務分掌、
職員配置がなされる。

○目標遂行に対する組織単位の評価手法が確立され評
価される。

○各事業（プロジェクト）について、評価手法が確立される。
○組織が必要とする人材、個人のキャリアパスが明確化さ

れ、それに必要な人材データベースが整備される。

○県民相互及び県民と行政間の意見交換が促進され、行
政への積極的な県民参画と開かれた政策形成が実現さ
れる。

○県内企業の情報リテラシーの向上や県内ＩＴ産業を育成・
振興する仕組みが構築される。

○戦略的アウトソーシングの仕組みが構築され、電子自
治体にふさわしい合理的な業務処理が行われる。

○組織が行う事業に対し、経営管理サイクル（ＰＤＣＡサイ
クル）に基づいた業務処理が行われる。

○各事業が類型化され、それぞれに対する標準的なプロ
セス処理が明確化される。

○業務処理の見直しに向けた取り組みが継続的・反復的
に行われる。

○ナレッジマネジメントなど、過去の蓄積を活用した合理
的な業務処理を行う仕組みが構築される。

○各業務プロセスが整理され、「本来業務」に集中・特化し
やすい仕組みになっている。

○職員に対し時間及びコストに対する意識を醸成させ、知
識の共有や付随業務の削減などの業務改善に結びつく。

○行政手続きを電子的に行う電子申請など、ホームペー
ジを活用して行うワンストップ・ノンストップ・マルチアクセ
スの電子行政サービスが提供される。

○効率的な業務処理のもと、県民に迅速で質の高い行政
サービスが提供される。

○情報公開の範囲拡大や手続きの迅速化により行政情
報の閲覧が容易になる。

○地理情報システム（GIS）など情報技術（IT）を活用した新
たな行政サービスが提供される。

○電子化に対し、社会的な弱者への貢献など、デジタルデ
バイドを克服する仕組みが構築される。

○県民本位の意識が確立されており、職員が共通した認
識を持つ。

○経営管理サイクル（企画－実行－評価－行動：ＰＤＣＡ
サイクル)の概念が導入され、「スピード重視」「コスト重
視」「成果重視」の行政運営が定着する。

○職員が、電子自治体の運営にふさわしい情報技術に関
する知識・技能を身につける仕組みがあり、情報システ
ムに対し職員の共通した危機意識がある。

○職員の庶務事務にかかる負担が軽減され、業務におい
て専門性を高める、あるいは本来業務により多くの時間
を確保する。

○職員及び県民が簡単に使える、操作性が高い情報シス
テムが整備される。

○情報システムのセキュリティについて、常時監視する機
能が完備される。

○電子データの再利用を行うため、基幹システム（電子申
請、電子決裁、文書管理、情報公開、財務会計、人事・
給与、諸手当・服務、調達　等）を中心に、有機的な連携
をもって構築される。

○情報システムに対する効率性・利便性・危険性が意識さ
れ、対応する組織・仕組みが整う。

県 民 ・県 内 企 業 との
パートナーシップ

組 織 業務プロセス

情報システム職 員 の 意 識

県民サービス

２

電子自治体の構築に向けての基本的方針の概要（その２）
　　「電子自治体のあるべき姿」



本来業務への特化（目標と

責任・権限の明確化）

県民・県内企業からの評価の

組織目標への取り込み
組織

民間の経営ノウハウ活用

民間との効率的な役割分担

県民・県内企業の参加と

連携
パートナーシップ

行政電子化に即したサービス

形態の確立

電子化による県民本位の

行政サービスの提供
県民サービス

目　　標

職員が簡単に使える操作性
が高いシステム

基幹業務システムを中心と

した他システムとの連携

県民の利用が容易なシステ
ム（ワンストップ・ノンストップ・

マルチアクセス）

情報システム

自立的な改善・改革

（ＢＰＲ）の継続

県民・県内企業の評価の

活用プロセスの策定
業務プロセス

行政経営での「スピード重視」

「コスト重視」「成果重視」主義
の徹底

県民・県内企業志向の意識

改革（ニーズ・満足度向上へ

の意識）

職員の意識

行政運営における簡素・効率
化、透明性向上

県民サービスの向上

電子自治体の基本目標電子自治体の基本目標

情報技術（IT）の活用により、小さく効率的な県庁と
より大きな県民サービスの実現を目指す

情報技術（IT）の活用により、小さく効率的な県庁と
より大きな県民サービスの実現を目指す

６
つ
の
視
点

６
つ
の
視
点

２大ツールの積極的活用２大ツールの積極的活用

情報技術（ＩＴ）
・即時性　・同時性　・共有性　・再利用性

情報技術（ＩＴ）
・即時性　・同時性　・共有性　・再利用性

新たな経営手法
・BPR　・ナレッジマネジメント　・アウトソーシング

新たな経営手法
・BPR　・ナレッジマネジメント　・アウトソーシング

実現の手法実現の手法

主な利用者

県民と行政の双方向コミュニケー

ションを支援するシステム

県民と行政の双方向コミュニケー

ションを支援するシステム

職員間のコミュニケーションを

支援するシステム

職員間のコミュニケーションを

支援するシステム

文書の作成、決裁、管理、活用

を支援するシステム

文書の作成、決裁、管理、活用

を支援するシステム

民間企業の行政との商取引を支

援するシステム

民間企業の行政との商取引を支

援するシステム

財務・会計業務を支援するシス

テム

財務・会計業務を支援するシス

テム

公共事業支援統合情報システム
公共事業支援統合情報システム

物品調達システム
物品調達システム

県民
県民

組織
管理者

組織
管理者

人事給与業務・プロジェクトを

支援するシステム

人事給与業務・プロジェクトを

支援するシステム

総合的行政文書管理システム
総合的行政文書管理システム

文書管理システム文書管理システム

電子決裁システム電子決裁システム

福利厚生システム
福利厚生システム

旅費システム
旅費システム

スケジュール管理システム
スケジュール管理システム

プロジェクト支援システム
プロジェクト支援システム

庶務事務システム（制度）の標準化・集中化
庶務事務システム（制度）の標準化・集中化

人事異動支援システム
人事異動支援システム

グループウエア
グループウエア

職員ポータルサイト
職員ポータルサイト

県民ポータルサイト
県民ポータルサイト

電子申請受付システム
電子申請受付システム

情報公開・県民参画システム
情報公開・県民参画システム

財務会計システム
財務会計システム

システム運用環境の整備　　　

情報ネットワーク基盤／セキュリティポリシー／運用管理規定

／アプリケーション連携

個別システムの構成

３

職員
職員

電子自治体の構築に向けての基本的方針の概要（その３）　
　　「電子自治体（基本的方針）の全体像」

スケジュール

H14年度(2002) H15年度(2003) H16年度(2004) H17年度(2005) H18年度(2006) H19年度(2007) 

県民ポータルサイト

プロジェクト支援

旅費

福利厚生

電子申請受付

グループウェア

職員ポータルサイト

予算編成

会計

決算

人事異動支援

物品調達

電子入札

公共事業支援統合情報

総合的行政文書管理

：構想・計画策定、分析

：設計、構築、導入

：運用開始

：構想・計画策定、分析

：設計、構築、導入

：運用開始

スケジュール管理

電子納品

スケジュール
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今後の調達予定
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サイトでのアクセス
状況を元に

情報を絞って提供
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ＰＦＩ事業導入指針に関する意
見募集

県立女子短期大学改革に関す
る意見募集

Ｘｘｘｘｘ ｘｘｘｘｘｘ

Ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

パブリックコメント

県民フォーラム

○市町村合併

○エコパーク

○ヴァンフォーレ甲府

○ ｘｘｘｘ ｘｘｘｘｘｘ

Ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

従来のコンテンツ

登録情報を元に
関連性のある情報に

絞った表示

サイトでのアクセス
状況を元に

情報を絞って提供

インターネット

・公共施設等に設置されたパソコン等の端末か
ら利用可能

・家庭のパソコンから利用

●　マルチ・アクセス　～　どこからでも利用可能

家　庭

・勤務先、出張先から利用
・携帯電話などの情報端末から利用
（ニュース・災害情報等）

オフィス、街頭 公共施設等

・申請に伴う手数料などの電子決済が可能
・電子入札など電子調達への参加が可能

企業・金融機関

国・各府省
(霞が関WAN)

県内市町村他

●ノンストップサービス

　休日でも夜でも、
　いつでもできる

従来からの行政サービス

・平日、本庁・出先機関での窓口サービ
　スが中心
・紙文書による申請や届出及び郵送

電子自治体の効率
性を従来サービス
にも反映

　
　

来
庁
・
文
書
の
郵
送

・従来からの行政サービスは、今後とも
同様に利用することができる。

従来からの行政サービス

　　　連携強化
　（窓口の統一等）

総合行政
ネットワーク

検索検索

メニュー

ｘｘｘｘｘｘｘｘ
ｘｘｘｘｘｘｘｘ
ｘｘｘｘｘｘｘｘ
ｘｘｘｘｘｘｘｘ
ｘｘｘｘｘｘｘｘ
ｘｘｘｘｘｘｘ
ｘｘｘｘｘｘｘ

今日の業務
業務予定
XXXX
XXXXX
XXXXXX
スケジュールに基づく
作業計画および
必要処理要件の表示

お知らせ＆掲示
板指示・命令
ｘｘｘｘｘｘｘ
ｘｘｘｘｘｘｘ

掲示

ｘｘｘｘｘｘ
ｘｘｘｘｘ
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職員ポータル

職員の勤務状況、業務執行状況など、情報シ
ステムから組織管理者に必要な情報を入手する
ことにより、職員の業務遂行を支援する。

組織管理者１人１台パソコンから、情報システムを通して整理さ
れた情報を容易に入手することにより、迅速な県民サー
ビスの提供など業務の効率化と質的な向上が図られる。

職　員

事業の執行状況
職員の勤務状況

業務支援
組織管理

電子自治体

総合行政
ネットワーク

４

パブリック・コメント　　　電子調達電子申請

いつでも
　どこでも

●ワンストップサービス
　一つの画面から複数の
　手続きができる

フォーラム　



電子入札

物品調達

財務会計

人事給与

など

収受

起案

決裁

施行

保存

県 内 市 町 村 と
共 同 構 築 ・運営

総合的行政文書
管理システム

業務システム

連携

電子自治体の構築に向けての基本的方針の概要（その４）
　　　　「電子申請受付システムの活用イメージ」 庁内情報システム

県内市町村　他

申　請　者

（県民、企業）

国（霞ヶ関ＷＡＮ）

総合行政ネットワーク
（文書交換）

［Ｈ１６．４　運用開始］

[Ｈ１６以降
順次整備・見直し]

［Ｈ１６．４　運用開始］

従来の窓口申請に加えて、
○　ノンストップ（自宅や職場から休日、夜間を問わず）
○　ワンストップ（関連する複数の手続きを同一画面で）
　　　　　　　　　　　　　　　により申請することが可能です。

申請・届出

情報公開・県民参画

県
民
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

対 象 業 務
【H16】
一般旅券発給申請
県職員採用試験受験申込み
浄化槽の設置届
政治団体の収支報告
　　　　など３４業務を予定

【H17以降】

順次、対象業務の拡大を図る

電子申請

受付システム

インターネット

申請者

従来の申請・届出等は、行政窓口へ郵送するか
持参して提出する必要がありました

郵送又は持参 行政窓口

従来の行政への申請手続

５



地方公共団体における電子化スケジュール

平成１３年度（2001年度） 平成１４年度（2002年度） 平成１５年度（2003年度）平成１６年度（2004年度）～

市町村で、逐次稼働

全県・政令市で

運用開始［10月］ 全団体で、運用開始

ネットワーク運用準備 住基カード交付準備 全面運用開始

全県・政令市で構築［3月］ 市町村で、逐次稼働 全団体で、運用開始

構築、全国実証実験 運用開始

ﾓﾃﾞﾙ･ｼｽﾃﾑ構築［3月］ 認証基盤の接続実験 決済基盤の接続実験 運用開始

ﾓﾃﾞﾙ実験 システム構築、対象手続き拡大、運用開始

順次システム構築、運用開始

地方税電子化推進協議会の検討

ﾓﾃﾞﾙ･ｼｽﾃﾑの実証実験
可能な税目から、順次システム構築、運用開始

先進団体でのﾓﾃﾞﾙ実験 順次、運用団体の増加

試行準備 実施

関係機関と調整 試行実施の促進（技術面・財産面の支援等）

○ネットワークの整備

○本人確認の仕組みの整
備

○電子窓口の整備

○地方税の電子申告

○電子調達

○地方選挙における電子
　投票

１．総合行政ネットワーク

２．住民基本台帳ネットワーク

１．組織認証基盤

２．公的個人認証サービス

　（電子申請受付システム）

　　（公金収納システムを含む）

<パイロット事業>

<先行団体>

（主に都道府県）

<市町村>

<試行団体>

国と接続

稼働
（８月）

本格稼働
（８月）

法案
準備

ﾓﾃﾞﾙ･ｼｽﾃﾑ構築［3月］

法案
成立

法案
成立

（注）地方公共団体の取り組みを　　　　で、また、これに対応する国の支援策（国費）を　　　　で表示
総務省「アクション・プラン2002のとりまとめについて」（2002年7月30日）の図を一部修正・追加

６


